
※国交省所管事業版

令和６年度公共事業再評価調書 担当課名　

2

― 工事着手年度 2

(1)事業目的

(2)事業内容
1,200 ｍ

1,162 ｍ 38 ｍ （1箇所）　）

24.0 ｍ （全幅）

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 6 年度時点）

・総便益（B） 26.2 億円

・総費用（C） 8.2 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 6 年度見込み）
進捗率

68.3% （ 560 百万円 ／ 820 百万円 ）

0.0% （ 0 ｍ ／ 1,162 ｍ ）

0.0% （ 0 ｍ ／ 38 ｍ ）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

施工延長：

（道路工： 橋梁工：

計画幅員：

事業量

資料2(様式１)

番号 6

事　業　名 道路改良事業 事業主体 静岡県

道路整備課

再評価理由※ 事業採択（R2）後５年が経過した時点で継続中の事業

箇　所　名 一般
いっぱん

県道
けんどう

　磐田
い わ た

掛川
かけがわ

線
せん

関係市町 掛川市

事業採択年度 令和 年度 計画期間 令和２年度　～　令和８年度

用地着手年度 令和 年度 令和 年度

全体事業費
百万円 投資状況

（百万円）

～R4年度 R5年度 計

820 275 135 150 560

R6年度見込

【視点２】

　用地買収がないことから、引き続き工事進捗が可能である。

【視点３】

　活用可能な建設発生土の現場内での有効活用や他工事への流用、新技術・新工法の活用を検討するな
ど、コスト縮減を図っていく。新たなコスト縮減・代

替案立案等の可能性

今後の事業の進捗
の見込み

対応方針
(案)

継続が妥当

継続

本事業は、東名掛川ＩＣと国道１号を結ぶ路線の強化により、工場や観光施設等各拠点への安全で円滑な
交通を確保するとともに、大規模災害時ならびに平常時の輸送機能確保を図るものである。事業は円滑に
進捗しており、費用対効果も高く、産業や観光の活性化に大きく寄与することから、事業を継続する。

参考:B/C（i=1%） EIRR

3.2 4.7 6.1 10.7%

事業概要

事業の必要性

事業費

道路工

区　分

【視点１】

・事業区間沿線の南西郷工業団地へ新たな企業が進出し、袋井市岡崎地区でも新たな工業団地が造成され
た。
・交通量が直近10年で約３割増加し、現在20,876台/日となっている。（道路交通情勢調査より）

　一般県道磐田掛川線は、磐田市二之宮から掛川市上張に至る延長18.4㎞の幹線道路である。
　本事業は、掛川市結縁寺の延長1.2㎞の区間について、現道２車線区間を４車線に拡幅整備するもので
ある。本事業により、拠点間交流の円滑化のほか、救急救命活動や災害時における緊急輸送路としての機
能強化を図る。

橋梁工

継続が妥当

（走行時間短縮便益：33.9億円、走行経費減少便益：-8.0億円、交通事故減少便益：0.3憶円）

（建設費：7.71億円、維持管理費：0.53億円、用地残存価値：ー）

　・円滑な交通を確保することでアクセス性が向上し､地域の活性化や、企業誘致・活動の支援に寄与
　・災害時の輸送機能の確保、及び救援・復興活動に資するルートの確保
　・平常時の救急救命活動における緊急輸送ルートの強化

内　訳

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%）



■標準横断図

■位置図
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事業概要

1

事業区間
Ｌ＝1.2ｋｍ

（一）磐田掛川線

4車線化
整備済み

Ｌ=1.3ｋｍ

（一）小笠山
総合運動公園線

4車線化
整備済み

Ｌ=3.5ｋｍ

4車線化
整備済み

Ｌ=0.3ｋｍ

R1完了 L=1.7㎞

掛川市道

4車線化
整備済み

Ｌ=1.0ｋｍ

東名掛川IC

Ｅ１

事業箇所

JR掛川駅

有料道路
国道
主要地方道
一般県道
市道

凡 例

１

14



15,968

17,626

15,000

15,500

16,000

16,500

17,000
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H28 H29 H30 R1 R2

（億円）

15,771 

18,806 

20,876 

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

H22 H27 R3

（台/日）

小笠山総合運動公園

東名掛川IC

静岡理工科大学
法多山

大塚製薬袋井工場

ポーラ化成工業袋井工場

三甲東海工場

遠州トラック
掛川倉庫

ユニ・チャーム静岡工場
日東工業掛川工場

松浦梱包輸送

菖蒲ヶ池工業団地

資生堂掛川工場

NECプラットフォームズ桂川精螺
掛川製作所

三笠運輸
掛川物流センター

ヤマハ掛川工場

寺田製作所
田中製茶工場

丸山園
掛川工場

豊沢工業団地

和興フィルターテクノロジー
共和レザー

ミネベアミツミ

ナカジマ鋼管

天龍製鋸

ダイワハウス

イノベックス日本紙工業

アルプス物流

スギノマシン

南西郷工業団地

小笠山工業団地

花鳥園

掛川
市役所

掛川
東高校

掛川
工業高校

丸大食静岡工場

① 産業拠点等のアクセス性向上

■事業の投資効果

・令和２年以降、事業区間沿線の南西郷工業団地へ新たな企業が進出し、
袋井市岡崎地区でも新たな工業団地が造成された。

・事業区間の整備により、東名掛川ICから各主要施設へのアクセス性が向上 し、
地域経済の更なる活性化が期待される。

事業の投資効果

2

主要公共施設

主要医療施設

主要工場等

工業団地

R２以降立地（予定含む）の工場・工業団地

主要な文化・観光施設

中東遠
総合医療センター

小笠病院

〇交通量の推移〇製造品出荷額の推移

※統計センター静岡 経済センサス活動調査

（掛川市・袋井市 計）

事業区間

4車線化整備済み

※道路・街路交通情勢調査

エネエスケー・ワーナー
袋井工場

交通量調査箇所
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小笠山
総合運動公園

掛川東高校

曽我小学校
東 名

国道１号

県道磐田掛川線
JR

愛野駅

静岡県防災ヘリコプター

中東遠総合医療センター

物資拠点（イメージ）

東名掛川IC

事業の投資効果

3

第１次緊急輸送路
第２次緊急輸送路
第３次緊急輸送路
３次救急医療機関
広域物資輸送拠点
自衛隊活動拠点
ヘリベース
広域避難所

事業区間
Ｌ＝1.2ｋｍ

② 安全・安心の強化

・広域物資拠点や自衛隊活動拠点等となる小笠山総合運動公園へアクセスする
ルートの機能強化を図る。
・３次救急医療機関である中東遠総合医療センターへの主要搬送ルートであり、
整備によりアクセス機能の向上を図る。
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採択時（R2） 今回（R6） 主な変更理由

①計画期間 R２～Ｒ6
R２～Ｒ８
（+2年）

・現道交通への影響を回避するための
工事追加に伴う期間延長

②全体事業費 500百万円
820百万円

（＋320百万円）

・現道交通への影響を回避するための
工事追加に伴う増額

4

前回からの変更点
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